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※ 緊急輸送道路の延長には
事業中区間（未供用区間）
は含めない



防災機能②

災害時に、災害対策本部
となる市町村役場等をとなる市町村役場等を
つなぐことが必要

多くの市町村役場が多くの市町村役場が
直轄または補助国道
の沿線に立地の沿線に立地

高規格幹線道路

地域高規格道路

直轄国道

補助国道

補助国道のうち
緊急輸送道路

冬期通行止め ４路線(箇所)

市役所・役場
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緊急輸送道路



鳥海

防災機能③

災害時に、防災拠点にも
なる「道の駅」の機能を

庄内みかわ

しょうない

とざわ

尾花沢

活用することが必要

尾花沢

むらやま

あつみ 月山

山形県内の「道の駅」の

天童温泉

河北

寒河江

おおえ

あさひまち

にしかわ

山形県内の「道の駅」の
殆どは国道沿いに立地
（直轄国道沿線：12駅，補助国道沿線：7駅）

※1：道の駅「鳥海」は重複

高規格幹線道路

白鷹ヤナ公園

H29.4
ｵｰﾌﾟﾝ予定

※2：道の駅「ながい」はオープン前

地域高規格道路

直轄国道

補助国道

補助国道のうち
緊急輸送道路

いいで

おぐに

たかはた

ながい

冬期通行止め ４路線(箇所)

道の駅
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田沢



１．緊急輸送道路の確保･強化が必要

ま と め

１．緊急輸送道路の確保･強化が必要

⇒ 直轄国道の全て･補助国道の８割強が指定済

２．災害対策本部となる市町村役場庁舎等の
ネットワーク化が必要

⇒ 直轄及び補助国道によるネットワーク化が可能

３．防災拠点となる「道の駅」の活用･連携が必要３．防災拠点となる「道の駅」の活用･連携が必要

⇒ 直轄及び補助国道の沿線にある
既存の「道の駅」が活用可能既存の「道の駅」が活用可能

直轄国道を補完し、災害時等において円滑な支援活動を
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するためにも補助国道の整備・機能強化が必要


